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南信州獅子舞
フェスティバルにて
駄科下平獅子が演舞

無病息災の
願い込め

成
人
式
も

動
き
出
す
！

成
人
式
実
行
委
員
長
　上
竹
洋
介

二
〇
二
〇
年
の
四
月
か
ら
中

小
企
業
に
も
施
行
さ
れ
て
い
る

働
き
方
改
革
関
連
法
。
そ
れ
か

ら
一
年
半
経
ち
ま
す
が
あ
な
た

の
職
場
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

が
取
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

「
働
き
方
改
革
」
に
は
「
三

つ
の
柱
」
が
あ
り
ま
す
。

①
長
時
間
労
働
の
是
正

②
正
規
、
非
正
規
の
格
差
解
消

③
多
様
な
働
き
方
の
実
現

「
年
次
有
給
休
暇
の
年
五
日

付
与
義
務
」「
労
働
時
間
の
客

観
的
把
握
」「
時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
（
罰
則
付
き
）」「
同

一
労
働
同
一
賃
金
の
施
行
」、

正
規
、
非
正
規
の
「
待
遇
差
」

や
「
賃
金
格
差
」
は
、
長
年
日

本
企
業
が
抱
え
る
問
題
の
一

つ
。
簡
単
に
は
解
決
で
き
な
い

問
題
が
多
く
あ
る
中
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
働
き
方
が
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
在
宅
勤

務
（
テ
レ
ワ
ー
ク
）
の
導
入
に

よ
っ
て
働
き
方
自
体
は
変
わ
り

ま
し
た
が
、
仕
事
の
Ｏ
Ｎ
・
Ｏ

Ｆ
Ｆ
が
切
り
換
え
づ
ら
い
こ
と

に
よ
り
長
時
間
労
働
に
な
っ
た

り
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

ま
た
、
半
導
体
不
足
が
多
く

の
製
造
業
に
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。
半
導
体
の
製
造
に
関

わ
る
企
業
は
多
忙
を
極
め
、
半

導
体
を
必
要
と
す
る
企
業
は
供

給
が
間
に
合
わ
ず
生
産
調
整
や

休
業
を
し
て
い
る
状
況
。
働
き

方
改
革
関
連
法
に
よ
り
働
き
方

が
変
わ
っ
た
訳
で
は
な
く
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
変
わ
っ
た
今
。
結

果
的
に
良
い
方
向
の
も
の
は
そ

の
ま
ま
。
是
正
す
る
と
こ
ろ
は

き
ち
ん
と
是
正
し
て
今
よ
り
も

良
い
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

人
生
の
１
／
３
は
仕
事
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。「
働
き
方
」

を
変
え
て
家
族
と
過
ご
す
時

間
、
自
分
の
時

間
を
多
く
持
て

る
世
の
中
に
な

る
こ
と
を
願
い

ま
す
。

人　口 6,709人
男　子 3,255人
女　子 3,454人
世帯数 2,571戸
（３年11月末現在）

　

小
学
校
と
保

育
園
の
運
動
会

も
、
感
染
対
策

を
し
な
が
ら
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

竜
丘
小
学

校
は
十
月
二
日

に
従
来
よ
り
も

時
間
が
短
縮
さ

れ
、
競
技
数
も

減
ら
し
て
の
実

施
で
し
た
。
ま

た
、
運
動
会
の

練
習
時
間
も
限

ら
れ
た
中
で

あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
児
童
も
先

生
方
も
大
変
苦

労
さ
れ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
限
ら
れ

た
競
技
や
演
技

十
月
十
六
日

午
後
六
時
三
十

分
、
宵
打
ち
を

皮
切
り
に
桐
林

秋
祭
り
煙
火
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。昨

年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
で

お
祭
り
全
体
が

中
止
と
な
る
な

か
、
今
年
は
、

未
だ
コ
ロ
ナ
禍

で
の
開
催
と
い

う
こ
と
も
あ

り
、
神
輿
・
こ

ど
も
神
輿
・
仕

掛
花
火
に
つ
い

て
は
残
念
な
が

ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
打

ち
上
げ
花
火
は

に
全
力
で
取
り
組
む
様
子
が
と

て
も
印
象
的
で
し
た
。
た
だ
、

運
動
会
恒
例
の
丘
の
こ
ど
も

（
丘
の
子
ダ
ン
ス
）
が
見
ら
れ

な
か
っ
た
の
は
少
し
残
念
で
し

た
。竜

丘
保
育
園
と
時
又
保
育
園

の
運
動
会
も
ち
び
っ
こ
た
ち
が

元
気
い
っ
ぱ
い
に
走
っ
た
り
、

演
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

十
月
十
七
日
、
冬
を
思
わ

せ
る
冷
た
い
風
の
吹
く
中
、
第

十
四
回
南
信
州
獅
子
舞
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
、
飯
田
の
丘
の
上

の
中
央
通
り
な
ど
で
行
わ
れ
、

駄
科
下
平
獅
子
保
存
会
の
皆
様

が
出
演
し
ま
し
た
。

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
に

な
り
ま
し
た
。
今
年
は
感
染
レ

ベ
ル
１
が
開
催
の
条
件
で
し
た

が
、直
前
に
レ
ベ
ル
１
と
な
り
、

演
じ
る
側
も
観
る
側
も
感
染
症

対
策
を
行
っ
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。
南
信
州
か
ら
例
年
よ

り
は
少
な
い
一
四
の
団
体
が
参

竜丘小５・６年の組体操

竜丘保育園　全力疾走！

はぁるかぶりの石室

林
　
　
　
健
　
吾 

さ
ん

下
　
平
　
眞
千
子 

さ
ん

玉
　
置
　
一
　
男 

さ
ん

コロナに負けるな！

竜丘小に映える華！ 時又保育園　全力演技！

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。こ

れ
も
、
桐
林
壮
年
会
の
皆

さ
ん
の
、
伝
統
を
風
化
さ
せ
ま

い
と
い
う
熱
い
心
意
気
が
結
実

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
努
力

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　

規
模
縮
小
の
た
め
、
会
場
で

あ
る
竜
丘
小
学
校
校
庭
で
は
、

例
年
の
屋
台
の
販
売
等
も
無

く
、
ゆ
っ
く
り
座
っ
て
花
火
を

見
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
で
は
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百

人
を
超
え
る
区
民
の
皆
さ
ん
が

会
場
に
来
て
い
た
だ
く
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
方
法

で
、
花
火
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

く
こ
と
が
出
来
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

（
桐
林
区
長　

林　

郁
夫
）

加
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
疫
病
退

散
、
無
病
息
災

な
ど
を
願
い
勇

壮
な
舞
を
披
露

し
ま
し
た
。

駄
科
下
平
獅

子
は
「
す
ず
お

か
獅
子
」
と
も

呼
ば
れ
駄
科
諏

訪
神
社
の
春
の

大
祭
に
二
年
に

一
度
で
は
あ
り

ま
す
が
、
同
じ

駄
科
に
あ
る
駄

科
南
平
獅
子
と

成
人
式
実
行
委
員
会
を
十
一

月
八
日
に
組
織
し
て
、
今
年
度

の
成
人
式
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

十
一
月
二
十
日
に
は
、
地
域

学
習
を
行
い
ま
し
た
。
懐
か
し

い
竜
丘
小
学
校
を
探
索
し
、
古

墳
ガ
イ
ド
の
方
と
遠
足
で
行
っ

た
古
墳
を
め
ぐ
り
、
鵞
流
峡
の

紅
葉
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
小

学
校
で
は
、
広
い
と
思
っ
て
い

た
体
育
館
の
狭
さ
や
、
机
や
椅

子
の
小
さ
さ
に
驚
き
、
そ
し
て

自
分
た
ち
の
成
長
を
感
じ
ま
し

た
。
古
墳
や
鵞
流
峡
に
は
、
当

時
は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
新
鮮
な
ロ
マ
ン
や
感
動

が
あ
り
ま
し
た
。

成
人
式
は
、
一
月
九
日
に
行

共
に
奉
納
の
舞
を
披
露
し
て
地

区
内
を
練
り
歩
き
ま
す
。

今
は
、
来
年
の
春
に
行
わ
れ

本
年
度
の
竜
丘
地
区
文
化

祭
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡

大
状
況
か
ら
残
念
な
が
ら
開
催

を
断
念
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
毎
年

文
化
祭
に
展
示
や
発
表
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
皆
様
に
紙
面

で
の
作
品
や
団
体
の
紹
介
を
提

案
し
た
と
こ

ろ
、
多
く
の

賛
同
を
得
ら

れ
ま
し
た
の

で
紹
介
冊
子

「
い
い
ね
！

た
つ
お
か
」

の
制
作
に
向

け
て
現
在
取

り
組
ん
で
い

ま
す
。　

様
々
な
行

事
が
中
止
と

な
り
、
発
表

や
Ｐ
Ｒ
の
機
会
が
こ
と
ご
と
く

失
わ
れ
て
い
ま
す
。「
い
い
ね
！

た
つ
お
か
」
に
は
、
本
来
文
化

祭
で
展
示
す
る
は
ず
で
あ
っ
た

作
品
を
は
じ
め
、
研
究
成
果
、

活
動
の
様
子
や
団
体
Ｐ
Ｒ
を
掲

載
す
る
予
定
で
す
。
ご
家
庭
で

ゆ
っ
く
り
ご
覧
い
た
だ
き
、
興

る
飯
田
お
練
り
祭
り
に
出
演
を

予
定
し
て
お
り
、
準
備
と
練
習

を
行
っ
て
い
ま
す
。

わ
れ
る
予
定
で
す
。
感
染
症
対

策
を
し
っ
か
り
行
い
、
飲
食
を

自
粛
し
、
ご
来
賓
や
ご
家
族
の

皆
様
の
出
席
を
制
限
し
て
の
式

に
な
り
ま
す
が
、
楽
し
め
る
催

し
を
考
え
な
が
ら
、
運
営
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
地
域

の
皆
様
、ご
家
族
の
皆
様
に
は
、

ご
理
解
と
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
の
公
民
館
活
動
推
進

功
労
者
表
彰
に
お
い
て
、
三
名

の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

体
育
指
導
員
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
員
を
十
四
年
務
め
ら
れ
た
。

文
化
委
員
八
年
及
び
企
画
委

員
二
年
を
務
め
ら
れ
た
。

広
報
委
員
二
十
三
年
及
び
育

成
委
員
二
年
を
務
め
ら
れ
た
。

味
の
あ
る
活
動
を
見
つ
け
、
ぜ

ひ
見
学
、
体
験
に
訪
れ
て
み
て

下
さ
い
。
な
お
、
紙
面
で
の
表

現
が
難
し
い
展
示
に
つ
い
て

は
、
竜
丘
公
民
館
で
の
実
物
展

示
も
し
く
は
竜
丘
公
民
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
動
画
配

信
等
も
計
画
し
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
流

行
中
だ
か
ら

と
あ
き
ら
め

ず
、
今
で
き

る
こ
と
を
見

つ
け
、
環
境

や
技
術
を
最

大
限
に
活
か

し
た
新
し
い

交
流
の
形
を

模
索
し
て
行

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
「
い
い

ね
！
た
つ
お
か
」
の
発
行
、
展

示
、
映
像
の
公
開
は
二
月
頃
の

予
定
で
す
。

ま
た
、
商
工
会
議
所
竜
丘
支

部
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し

て
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
予
定
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

公
民
館
活
動

推
進
功
労
者

長
野
県
表
彰
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先人の想いを未来につなぐ
竜丘小学校開校150周年に向けて

竜
丘
小
学
校

五
十
年
間
の
思
い
出

　
　写
真
大
募
集
！

竜
丘
小
学
校

五
十
年
間
の
思
い
出

　
　写
真
大
募
集
！

昭和 51 年 4 月 1 日
（1976 年）　入学式にて　岩石園の前で記念撮影
　　　　　  奥に見えるのは旧竜丘中学校校舎です

昭和 51 年 4 月 1 日
（1976 年）　入学式にて　岩石園の前で記念撮影
　　　　　  奥に見えるのは旧竜丘中学校校舎です

昭和 55 年　児童による雑巾掛け
（1981 年）　ぴかぴかになるよう、一生懸命磨いた
昭和 55 年　児童による雑巾掛け

（1981 年）　ぴかぴかになるよう、一生懸命磨いた

▲

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日

（
一
九
七
六
年
）　

奥
に
見
え
る
タ
イ
ヤ
は

遊
び
道
具
で
し
た

タ
イ
ヤ
の
中
に
入
っ
て

こ
ろ
が
し
て
遊
び
ま
し
た

▲

昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日

（
一
九
七
六
年
）　

奥
に
見
え
る
タ
イ
ヤ
は

遊
び
道
具
で
し
た

タ
イ
ヤ
の
中
に
入
っ
て

こ
ろ
が
し
て
遊
び
ま
し
た

古
い
南
校
舎
と
新
し
い
北
校
舎

昭
和
五
十
五
年
頃
の
運
動
会
の
様
子

当
時
は
上
下
と
も

▲

白
の
体
操
服
で
し
た

古
い
南
校
舎
と
新
し
い
北
校
舎

昭
和
五
十
五
年
頃
の
運
動
会
の
様
子

当
時
は
上
下
と
も

▲

白
の
体
操
服
で
し
た

昭和 51 年 4 月 1 日▲
左奥　旧竜丘中学校校舎
右側　南校舎　校歌と海抜の石碑
後ろはひょうたん池

昭和 51 年 4 月 1 日▲
左奥　旧竜丘中学校校舎
右側　南校舎　校歌と海抜の石碑
後ろはひょうたん池

懐かしい
木造校舎との
思い出アルバム

懐かしい
木造校舎との
思い出アルバム

地
域
も
時
代
と
共
に

　
　
　
　一
緒
に
歩
ん
だ
百
五
十
年

市
民
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

市
民
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

市
民
大
学
講
座
の
お
知
ら
せ

昭和47年　空撮　懐かしい木造校舎

平成12年　空撮　現在の姿

来
年
度
、
竜
丘
小
学
校
が
開

校
百
五
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

竜
丘
小
学
校
の
歴
史
は
、
時
代

の
移
り
変
わ
り
に
と
も
な
い
幾

多
の
変
遷
を
経
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
根
源
は
区
民
の
皆

さ
ん
の
竜
丘
小
学
校
に
対
す
る

深
い
愛
情
に
他
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
開
校
百
五
十
周

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
学
校

と
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
そ
し
て
地
域
と
が

連
携
を
図
り
記
憶
に
残
る
記
念

事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
、

実
行
委
員
会
を
組
織
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
組
織
は
、
総

務
・
式
典
部
、
記
念
行
事
部
、

記
念
誌
部
、
自
由
画
教
育
読
本

部
、
広
報
・
記
録
部
の
五
つ
の

部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
現
在

は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。

自
由
画
教
育
読
本
部
で
は
、

児
童
向
け
の
読
本
『
木
下
紫
水

物
語
』
を
制
作
中
で
す
。
ま
た

記
念
誌
部
で
は
『
竜
丘
小
学
校

百
五
十
年
の
歩
み
』
の
発
行
に

向
け
、
十
二
月
か
ら
原
稿
執
筆

の
お
願
い
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。
区
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
記

念
事
業
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
格
別
の
ご
支
援
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

年　
　

度

明
治
五
年

大
正
十
一
年

昭
和
四
十
七
年

昭
和
五
十
一
年

昭
和
五
十
四
年

昭
和
五
十
五
年

昭
和
五
十
七
年

昭
和
六
十
一
年

昭
和
六
十
二
年

昭
和
六
十
三
年

平
成
三
年

平
成
五
年

平
成
七
年

平
成
八
年

平
成
十
一
年

平
成
十
二
年

平
成
十
三
年

平
成
十
四
年

平
成
十
五
年

平
成
十
六
年

平
成
十
八
年

平
成
二
十
年

平
成
二
十
一
年

平
成
二
十
二
年

平
成
二
十
五
年

平
成
二
十
六
年

平
成
二
十
八
年

平
成
三
十
一
年

令
和
元
年

令
和
二
年

事
項
（
開
校
百
周
年
以
降
の
も
の
を
中
心
に
掲
載
）

●
学
制
領
布

●
駄
科
、
桐
林
、
時
又
・
長
野
原
、
上
川
路
の
各

村
で
学
校
が
開
設
さ
れ
る

●
学
制
領
布
五
十
周
年
記
念
大
展
覧
会
が
開
催
さ

れ
る

●
竜
丘
小
学
校
百
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ
る

●
開
校
百
年
記
念
事
業
と
し
て
校
歌
が
作
成
さ
れ

る
●
北
校
舎
が
改
築
さ
れ
る

●
校
門
と
玄
関
前
の
庭
園
が
完
成
す
る

●
体
育
館
が
改
築
さ
れ
る

●
野
口
雨
情
歌
碑
が
建
設
さ
れ
る

●
南
校
舎
が
改
築
さ
れ
る

●
「
花
い
っ
ぱ
い
風
船
の
会
」
花
壇
で
採
れ
た
花

の
種
を
風
船
に
つ
け
て
飛
ば
す

●
六
年
生
が
中
心
と
な
り
「
竜
丘
郷
土
カ
ル
タ
」

を
作
成
す
る

●
六
年
生
が
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
食
草
と
な
る
「
ヒ
メ

カ
ン
ア
オ
イ
」
を
移
植
す
る

●
六
年
生
が
卒
業
記
念
と
し
て
、
古
墳
の
池
に

カ
ッ
パ
と
白
鳥
の
像
を
設
置
す
る

●
第
一
回
ギ
フ
チ
ョ
ウ
を
見
る
会
を
実
施
す
る

●
人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル
に
台
湾
の
子
供
た
ち
の
人

形
劇
団
が
来
校
し
交
流
会
を
す
る

●
パ
ソ
コ
ン
教
室
が
で
き
パ
ソ
コ
ン
四
十
台
が
設

置
さ
れ
る

●
Ｓ
Ｂ
Ｃ
こ
ど
も
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
三
年
生
が

優
良
奨
励
賞
を
も
ら
う

●
後
藤
道
夫
先
生
に
よ
る
巡
回
科
学
実
験
教
室
が

始
ま
る

●
信
濃
教
育
会
主
催
「
生
涯
学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
会
場
校
と
な
り
授
業
を
公
開
す
る

●
「
総
合
的
な
学
習
」
地
区
発
表
会
を
竜
丘
公
民

館
大
ホ
ー
ル
で
行
う

●
水
辺
の
楽
校
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
参

加
す
る

●
環
境
改
善
活
動
「
い
い
む
す
21
」
市
長
認
定
証

を
得
る

●
「
省
エ
ネ
教
育
推
進
モ
デ
ル
校
」
と
な
る
（
三

年
間
）

●
六
年
生
が
ド
ン
グ
リ
の
苗
木
を
環
境
産
業
公
園

に
植
樹
を
す
る

●
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
交
流
会
が
始
ま
る

●
優
良
Ｐ
Ｔ
Ａ
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
る

●
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
が
行
わ
れ
る

●
「
丘
の
み
ち
し
る
べ
探
索
」
が
始
ま
る

●
「
達
人
に
学
ぶ
」
ク
ラ
ブ
活
動
が
始
ま
る

●
放
課
後
子
ど
も
教
室
「
丘
の
子
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
」
が

文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

●
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
が
設
置
さ
れ
る

●
鵞
流
峡
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
習
会
が
行
わ

れ
る

●
「
自
由
画
展
示
ケ
ー
ス
」
が
寄
贈
さ
れ
る

●
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
る

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
三

学
期
途
中
よ
り
臨
時
休
業

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た
め
、
四

月
か
ら
五
月
に
か
け
て
臨
時
休
業

●
児
童
一
人
に
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
が

導
入
さ
れ
る
。

●
児
童
自
由
画
百
年
展
が
飯
田
市
美
術
博
物
館
で

行
わ
れ
る
。

記
念
式
典
は

令
和
四
年
十
一
月
五
日

記
念
事
業
に
か
か
わ
る

協
賛
金
の
お
願
い

よ
み
が
え
る
記
憶

  

　
木
造
校
舎
を

　
　
　
　
Ｃ
Ｇ
で
再
現

　

記
念
事
業
の
実
施
に
当
た

り
、か
か
る
経
費
に
つ
い
て
は
、

竜
丘
地
域
自
治
会
並
び
に
竜
丘

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
不
十
分
で

す
。
そ
こ
で
大
変
心
苦
し
い
の

で
す
が
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
厚

意
を
募
り
た
く
存
じ
ま
す
。
趣

旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
協
賛
金

に
ご
協
力
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て

は
、
一
月
頃
、
文
書
に
て
区
民

の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

来
年
度
、
竜
丘
小
学
校
開
校

百
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
竜
丘
公
民
館
で
は
令
和
四

年
二
月
開
催
予
定
の
市
民
大
学

講
座
に
お
い
て
、
竜
丘
小
学
校

で
の
懐
か
し
い
思
い
出
を
語
り

合
う
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
持
ち
寄
っ
て
い

た
だ
い
た
小
学
校
の
ア
ル
バ
ム

な
ど
を
見
な
が
ら
、『
運
動
会

の
丘
の
子
ダ
ン
ス
か
し
い
な
』、

『
校
舎
で
こ
ん
な
こ
と
し
た

な
』、『
昔
は
こ
ん
な
行
事
あ
っ

た
な
』
な
ど
思
い
出
を
語
り
合

い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
は
無
き
木
造
校
舎
を
Ｃ
Ｇ

で
再
現
し
、
大
ス
ク
リ
ー
ン
に

て
当
時
の
懐
か
し
い
木
造
校
舎

の
内
外
を
探
訪
す
る
企
画
を
考

え
て
い
ま
す
。
で
き
る
限
り
当

時
の
様
子
を
再
現
し
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
校
舎
や
庭
、
特
に

教
室
内
の
写
真
、
見
取
図
等
を

お
持
ち
の
方
は
公
民
館
ま
で
お

知
ら
せ
下
さ
い
。

昭
和
四
十
七
年
か
ら
平
成
初

期
頃
ま
で
の
竜
丘
小
学
校
の
行

事
又
は
校
舎
等
が
写
っ
て
い
る

写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
当
時

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
を
添
え
て
公

民
館
ま
で
お
届
け
下
さ
い
。
写

真
を
見
な
が
ら
当
時
を
振
り
返

る
と
不
思
議
な
こ
と
に
、
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
た
記
憶
も
昨
日

の
事
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
、

話
が
尽
き
な
く
な
る
も
の
で

す
。
近
年
の
写
真
は
デ
ー
タ
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

デ
ジ
カ
メ
が
普
及
す
る
前
の
写

真
は
、
皆
様
の
書
架
の
ア
ル
バ

ム
の
中
で
眠
っ
て
い
る
も
の
が

す
べ
て
で
す
。
ぜ
ひ
こ
の
機
会

に
古
い
ア
ル
バ
ム
を
開
い
て
み

て
下
さ
い
。

竜
丘
小
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
が

通
っ
て
い
た
…
…
な
ど
小
学
校

の
行
事
に
関
わ
り
が
あ
っ
た
方

も
参
加
大
歓
迎
で
す
。
竜
丘
小

学
校
の
歴
史
を
知
る
と
と
も
に

将
来
の
竜
丘
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
よ
き
伝
統
を
引
き
継
い

で
い
け
る
よ
う
な
講
座
に
し
、

百
五
十
周
年
記
念
事
業
へ
と
繋

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
世
代
を
超
え
た
大
勢
の
方

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

CGにて建築中！！


